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h
勺a'a 10月3日(日)、『まちじゅう博覧会J(まち博)が、 17日(日)までの予定でスタ ート し

ました。

これは、中心商庖街をまるごと博覧会場のようにし、城下町上田の歴史や文化・

伝統の魅力を再発見することにより、中心市街地の活性化に結び付けようと、市制

施行80周年記念事業の一環で開催されたもので、すO

オーフ。ニング式典の後、名車・ |日車約40台が中心市街地をパレードし、『まち博』

の開幕を告げました。この日は、テレビ番組の公開録画が行われたほか、「絹の散

歩道~上田紬のひろがり」展、「真田幸村展」や「郷土に伝わる名刀展」など、市

や民間主催の各種特別展もスタート。期間中は、各商庖が所有する「お宝」の披露
たくみ とう

や地元の匠の世界を伝える「上田・匠の技の館」の開設、「骨董まつり 」など、さま

ざまな催しが行われました。

...オープニングセレモ二一 A踊の散歩道~上田細のひろがり展 企お屈のお宝展

通量
企名車 ・旧車博覧会 企松尾町「まちの歴史写真展」 A日本の染織人間国宝&巨匠作品展

'c 広報 司司司・・v
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同
時
開
催
/
資
源
活
用
広
場
〈
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
〉

叩
月
引
日
日
午
前
叩
時
5
午後
3

時
初
分
/
上
田
創
造
館

~賢い消費者のおな尼 l
情報がいっぱい詰まつ定消費生活属巴

ぜひとうぞ~

リサイクル品、野菜、おやき等の販売がありますのでお楽し

みください。買い物をされる場合は、買い物かご、か、袋をお持

ちください。

-
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
数
に
限
り
あ
り
)

マ
お
買
い
物
バ
ッ
グ
(
エ
コ
バ
ッ
グ
)

マ
園
芸
用
肥
料
(
花
の
種
付
き
)

マ
再
生
紙
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

・
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
ご
協
力
を

お
答
え
い
た
だ
い
た
か
た
に
抽
選

で
花
鉢
を
差
し
上
げ
ま
す
。

-
不
用
品
里
親
探
し
コ
ー
ナ
ー

(
午
後
1
時
羽
分
j
)

未
使
用
の
も
の
、
ま
だ
ま
だ
使
え

る
も
の
が
不
用
品
と
な
っ
て
泣
い
て
い

ま
す
。
意
外
な
掘
り
出
し
物
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
(
希
望
者
多
数
の

場
合
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
ま
す
)
。

-
刃
物
研
ぎ
コ
ー
ナ
ー

マ
包
丁
、
か
ま

1
本
2
0
0
円

-
皆
で
考
え
る
上
田
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
環
境

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
紹
介

や
ソ
ー
ラ
ー
カ

l
の
組
み
立
て
教
室

(
小
学
生
)
も
あ
り
ま
す
。

主
催
/
上
田
市
消
費
生
活
展
運
営
委

員
会
・
上
田
市

問
い
合
わ
せ
/
生
活
環
境
課

(
固
⑧
5
1
2
0
)

会
場
は
駐
車
場
が
狭
い
の
で

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

会場案内図 1 

E霊童E上回創造館
創造館駐車場至松本

マ
上
田
市
情
報
公
開
条
例
・
上
田
市

個
人
情
報
保
護
条
例
制
定

市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
し
、
市

が
持
っ
て
い
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ

ん
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
し
、
市
政

へ
の
参
加
を
充
実
し
、
公
正
で
聞
か

れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
に
、
情

報
公
開
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
己

に
関
す
る
情
報
の
所
在
や
内
容
を
確

認
し
、
誤
り
を
訂
正
す
る
権
利
な
ど

を
保
障
し
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
た
め
の
新
し
い
ル

l
ル
と
し

て
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

こ
の

2
つ
の
条
例
は
、
来
年
4
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
来
年
3
月
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上上
田岡
市南
伊情
信幸良
幸l支乞ミ
保開
護条
条例
イヲリ帝リ
告IJ申

定 人巳

9
月
市
議
会
定
例
会
が

9
月
7
日
か
ら
却
日
ま
で
聞
か

れ
ま
し
た
。
今
回
は
お
議
案
1
報
告
が
審
議
さ
れ
、
う
ち

継
続
審
議
と
な
る
決
算
認
定
案
日
件
の
ほ
か
は
す
べ
て
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
①
福
祉
対
策
の
充
実
②
少
子
化

対
策
へ
の
取
り
組
み
③
都
市
計
画
街
路
事
業
と
下
水
道

事
業
の
増
額
④
生
活
関
連
予
算
の
増
額
⑤
災
害
復
旧

な
ど
を
重
点
に
計
上
、
こ
れ
に
よ
り
補
正
後
の
一
般
会

計
予
算
の
総
額
は
、
前
年
比
ロ
・

5
%減
の

4
2
3
億

3

0
2
8
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

-
主
な
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど

423億3028万円

マ
上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
制
定

障
害
者
の
社
会
参
画
の
支
援
、
市

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

促
進
を
目
的
と
し
て
、
旧
上
田
郵
便

局
に
設
置
す
る
福
祉
関
連
施
設
の
、

管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
で
す
。

マ
上
田
市
交
通
安
全
条
例
制
定

市
民
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

増
え
続
け
る
交
通
事
故
の
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
制
定
し
ま
し
た
。

マ
上
田
市
少
子
化
対
策
基
金
条
例
制

定
少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
の

一
部
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
来

年
度
の
事
業
に
あ
て
て
い
き
ま
す
。

-
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

マ
上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
・
.......... ・1
1
2
5
万
円

上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

328億8677万円

[2 ] 11.10.16 



『常田新橋』
いよいよ10月23日(土)に開通!

-
参
加
団
体

マ
上
田
市
婦
人
会

マ
上
田
市
消
費
者
の
会

マ
上
田
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

マ
上
田
友
の
会

マ
長
野
県
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

上
田
分
会

マ
新
日
本
婦
人
の
会
上
田
支
部

マ
制
上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

マ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
ひ
ろ
ば

マ
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
上
回

し
い
の
み
園
、
共
働
作
業
所
わ
っこ
、

宝
池
住
吉
寮
、

山
び
こ
の
家

平
成

7
年
度
か
ら
事
業
を
進
め
て
き
た
『
常
田
新

橋
』
"
か
、
叩
月
お
日
出
に
、
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
午
前
叩
時
初
分
か
ら
開
通
式
を
行
な
い
、

交
通
の
開
放
は
午
後
3
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

架
橋
事
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
日
本
禁
煙
友
愛
会

マ
長
野
食
料
事
務
所
上
田
支
所

マ
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協
議
会

マ
長
野
県
し
ろ
あ
り
防
除
協
会

マ
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
な
が
の
上
田

セ
ン
タ
ー

マ
上
田
ガ
ス

マ
上
田
市
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

マ
上
田
市
消
費
生
活
調
査
員
会

マ
ほ
き
ぼ
き
市

マ
塩
田
の
館

マ
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

マ
緑
が
丘
北
リ
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ

マ
道
路
維
持
事
業
費

・
:
:
:
:
8
2
0
0
万
円

マ
市
道
・
河
川
等
整
備
事
業

::・
-
7
億

1
7
4
6
万
円

マ
大
屋
駅
前
広
場
整
備
事
業

・・

1
0
0
0
万
円

大
屋
駅
前
広
場
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
整
備
を
行
い
ま
す
。

マ
小
・
中
学
校
営
繕
工
事

::・
:
5
0
0
0
万
円

マ
災
害
復
旧
費

の
開
館
に
向
け
て
の
備
品
等
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

マ
寝
た
き
り
老
人
等
住
宅
整
備
補
助

金
・...............
..
... ・・・
5
0
0
万
円

寝
た
き
り
老
人
等
の
宅
内
改
造
費

用
に
対
す
る
補
助
金
の
増
額
で
す
。

マ
少
子
化
対
策
事
業

・:
:
:
1
億
4
9
2
0
万
円

少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
を

を
活
用
。
病
後
児
の
一
時
預
か
り
、

出
産
育
児
サ
ポ
ー
ト
施
設
の
整
備
等

を
行
い
ま
す
。

マ
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

.......... 5
億
円

施設を見る会へどうぞ

雨
に 7
よ月
る 22
災日
害 お
のト
復び、億
|日 8 5 
霊月 6
季 147 
号日 O
斗の 万
九大円

施設を知るよい機会です。お誘い合わせのうえ、ご参加くださ

い。参加料は無料で、昼食は市で用意します。

マ定員 11月16日(火)は30名、 11月19日(金)は20名(応募者多数の

場合は抽選とし、結果ははがきでお知らせします) マ集合場所

市民体育館前駐車場 マ申し込み はがきまたは FAXに ① 

住所 ②氏名 ③電話番号 ④参加希望日 ⑤集合場所への交通

手段を記入し、10月29日(金)(当日消印有効)までに秘書課「施設

を見る会」係(干386-8601上田市大手 1-11-16・困⑫ 51 1 

1 )へ。グループでの申し込みは 5名までとします。

I冨園署置理E羅璽司
園田監-_.亘書圃・

[3 ] 

11月16日(火) 11月19日陰)

<9 o 0集出合発> 
< 9 o 0集合>

<9 1 O tl::l~> 
< 9 1 0出発>

v v 
第一中学校

ふれあい福祉センター

ふれあい福V祉センター

v 
池波正太郎真田太平記館

v v 

(昼食消防・会懇談館会)

技術研修センター
(昼食・懇談会)

v v 
清浄園

マルチメディア情報セン

v ター

< 1 5 o 0解散>
v 

< 1 5 o 0解散>

11.10.16 



平
成

η
年
度保

育
園

『
入
園
』

の
受
け
付
け

各
保
育
園
(
公
・
私
立
)
で
は
、

次
に
よ
り
平
成
ロ
年
度
の
入
園
申
し

込
み
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

-
申
し
込
み
方
法

新
し
く
入
園
を
希
望
す
る
か
た
は

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
各
保
育
園
、
保
育
課
、
各
支

所
ま
た
は
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
宅

に
あ
り
ま
す
。

日時 場所

11月15日(月)
入園を希

同16日(火)
望する保

E 午午後

育園

市役所南
庁 舎 5階

4 第 5会議
11月17日(水) 時 室(保育

同18日休) 30 園で 申 し

分 込みをし
なかった
場合)

-
入
園
で
き
る
基
準

保
育
園
に
入
園
で
き
る
基
準
は
次

の
①
か
ら
⑥
ま
で
で
す
。

①
保
護
者
が
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

②
保
護
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
、
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
す
る
た

め
、
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い
。

③
母
親
が
出
産
の
前
後

④
保
護
者
が
病
気

-
保
育
園
入
園
の
受
け
付
け

保育園の概要-平成12年度

※乳児保育の実施園ではO歳児から、その他の保育園では1歳児から入園できます。

※この表はテレホンガイ ドうえだ(固⑮8888)のコードNo.400でFAXから取リ出せます。

※ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jpjhoikukaj 

⑤
保
護
者
が
家
族
の
病
人
等
を
看

護
し
て
い
る
。

⑥
家
庭
の
災
害

詳
細
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

-
入
園
申
込
書
以
外
に
必
要
な
書
類

マ
常
勤
の
か
た
・
・
・
源
泉
徴
収
票
の
写

し
ま
た
は
確
定
申
告
書

の
控
え

(
来
年
2
月
j

3
月
に
提
出
を
)

マ
内
職
や
。
ハ

l
ト
勤
務
の
か
た
:
・
。ハ
l

ト
タ
イ
ム
ま
た
は
内
職
賃
金
支
払

明
細
書
、
あ
る
い
は
申
込
書
の
証

明
欄
に
事
業
所
の
証
明

マ
出
産
前
後
の
か
た
・
・
・
母
子
健
康
手

帳
マ
身
体
障
害
者
の
看
護
ま
た
は
保
護

者
が
身
体
障
害
者
の
か
た
・
・
・
身
体

障
害
者
手
帳

マ
保
護
者
以
外
の
同
居
の
親
族

(ω

歳
未
満
)
の
か
た
:・
保
育
で
き
な

い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
(
パ

ー

ト
・
内
職
証
明
、
診
断
書
な
ど
)

圃
乳
児
保
育

乳
児
保
育
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

出
生
前
か
ら
受
け
付
け
が
で
き
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
に
な
り
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
中
途
入
園

年
度
の
途
中
で
保
護
者
の
育
児
休

業
の
終
了
ま
た
は
緊
急
に
入
園
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
月
か

ら
入
園
で
き
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

保
育
課
(固
⑫

5
1
3
2
)

暮女主
らと
せ男を
るが
社い
会き
をい

き
と

企
画
課
(固
⑧
5
1
1
2
)

〈
市
民
の
声
か
ら
・
・
・
〉

私
は
、
子
ど
も
が
巣
立
ち
ほ
っ

と
し
た
あ
る
日
、
今
ま
で
夫
や
子

の
た
め
に
で
は
な
く
自
分
の
た
め

に
費
や
し
た
時
が
ど
れ
だ
け
あ
っ

た
か
と
考
え
、
結
婚
幼
年
に
し
て

初
め
て
趣
味
の
会
に
参
加
し
ま
し

た
。そ

こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
良
妻

賢
母
と
い
う
名
の
も
と
に
家
か
ら

解
放
さ
れ
ぬ
女
性
が
い
か
に
多
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
夫
も
自
分

の
知
ら
な
い
世
界
に
入
っ
て
い
く

妻
に
戸
惑
い
、
寂
し
さ
も
あ
り
い

ら
だ
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
夫
に

「
私
は
家
事
を
す
る
ペ
ッ
ト
で
は

な
い
。
残
り
少
な
い
月
日
を
少
し

自
分
の
た
め
に
使
い
た
い
か
ら
認

め
て
欲
し
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

反
対
を
押
し
て
出
た
私
で
す
が
、

新
し
い
出
会
い
の
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
き
方
を
学
び
、
少
し
ず
つ

で
す
が
己
を
省
み
る
こ
と
を
知
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

男
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
女

性
自
身
も
「
個
の
人
」
と
し
て
の
自

負
を
持
ち
、
小
さ
な
と
こ
ろ
か
ら

社
会
参
画
を
し
、

「女
の
く
せ
に
」

な
ど
と
い
う
言
葉
の
な
い
社
会
に

し
た
い
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。
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1:月1日から要介護認定の
申請受け付けを開始しました

・申請対象者

①昭和10年 4月 2日以前の生まれで、介護や支援が

必要なかた (65歳以上のかた) ②昭和10年 4月 3日

~同35年 4月 2日生まれで、老化を原因とする 15種類

の病気により介護等が必要なかた (40歳，...，.，64歳のかた)

・申請受付場所

介護保険課、支所(豊殿・塩田・川西)、在宅介護

支援センター(室賀・中央・塩田・神科)

「指定居宅介護支援事業者」の追加

県から新たに指定居宅介護支援事業者が指定されま

した。要介護認定申請の代行やサービス事業者との連

絡調整をし、ケアプラン(サービスの利用計画)を作成

する事業者です。すでにお知らせした事業者とあわせ

てご活用ください。

じ〉医療法人慈修会神科居宅支援センターぬくもり 上

田市住吉 322番地・圃⑫ 2737 

同訪問調査の調査項目卜
じ〉まひなどがあるか

1. 左腕 2. 石腕 3. 左足 4. 右足 5. そ

の他

じ〉関節の動く範囲に制限があるか

6.肩関節 7. ひじ関節 8.股関節 9. ひざ

関節 10.足関節 11. その他

じ>移動に関わる動作ができるか

12.寝がえり 13. 起き上がり 14.両足がついた

状態での座位保持(座っていられるか 15.両足が

つかない状態での座位保持 16. 両足での立位保持

(立っていられるか 17. 歩行 18. 移乗(乗り移

り)

じ〉複雑な動作ができるか

19.立ち上がり 20. 片足での立位保持 21. 浴槽

の出入り 22. 洗身

じ>特別な介護が必要か

23.床ずれの有無 24.床ずれ以外で処置が辺、要な

皮膚疾患の有無 25. 片手が胸元まで持ち上がるか

26. 0燕下(飲み込み 27.尿意があるか 28.便意

があるか 29. 排尿後の後始末 30.排便後の後始末

31. 食事

じ〉身の回りのことができるか

32.歯磨き 33. 洗顔 34.整髪 35. つめ切り

36. ボタンのかけはずし 37.上着の着脱 38. ズボ

ン、パンツの着脱 39.靴下の着脱 40. 部屋の掃除

41. 薬の服用 42. 金銭管理 43. ひどいもの忘れ

があるか 44.周囲に無関心であるか

じ〉コミニュケーションがとれるか

45. 視力 46. 聴力 47.意思の伝達 48.介護者

申請の集中を避けるため、原則的に誕生月により受

け付けを行っていますO

申請月 申請するかたの誕生月

10月 1月から 3月生まれのかた

11月 4月から 8月生まれのかた

12月 9月から10月生まれのかた

来年 1月 11月から12月生まれのかた

l訪問調査では
どんなことを聞かれるの?

申請すると次に「訪問調査」を受けることになりま

す。この調査はどの程度の介護が必要なのか、申請者

の身体の状況や日常生活の様子などを、全国一律の85

項目の質問にそって調査するものです。

上小地域では、この調査を上田市と小県 7町村で構

成する「上田地域広域連合」で共同で行~ iますO 上田地

域広域連合の職員や、委託した居宅介護支援事業者の

ケアマネージャー(介護支援専門員)などが調査にあ

たり、公平な調査ができるよう統一的に行っています。

の支持に反応できるか 49. 毎日の日課を理解できる

か 50. 生年月日や年齢を答えられるか 51. 調査の

直前に何をしていたか思い出せるか 52. 自分の名前

を答えられるか 53. 今の季節が分かるか 54. 自分

のいる場所が答えられるか

じ>問題行動があるか

55.物をとられたなどと被害的になることがあるか

56.作り話をし周囲に言いふらすことがあるか 57. 

実際にないものが見えたり聞こえることがあるか 58. 

泣く、笑うなど感情が不安定になることがあるか 59. 

夜間の不眠や昼夜の逆転があるか 60. 暴言や暴行が

あるか 61. しつこく同じ話をしたり、不快な音を立

てることがあるか 62.大声を出すことがあるか 63. 

助言や介護に抵抗することがあるか 64. 目的もなく

動き回ることがあるか 65. I家に帰る」などと言い、

落ち着きがないことがあるか 66. 外出すると病院、

施設、家などに 1人で戻れなくなることがあるか 67. 

1人で外ヘ出たがり目が離せないことがあるか 68. 

いろいろな物を集めたり無断で持ってくることがある

か 69. 火の始末や火元の管理ができないことがある

か 70.物を壊したり衣類を破いたりすることがある

か 71.不潔な行為をすることがあるか 72.食べら

れないものを口に入れることがあるか 73. 周囲が迷

惑する性的行動があるか

t>過去14日間に受けた医療があるか

74. 点滴 75. 中心静脈栄養 76. 透析 77.人口

旺門の処置 78. 酸素療法 79. 人工呼吸器 80.気

管切開の処置 81. とう痛の看護 82.経管栄養 83. 

モニタ-測定 84. 床ずれの処置 85. 力テーテル

問い合わせ/介護保険課(固③6246・E-mailIくaigoholくen@city.ueda.nagano.jp)、テレホンガイドうえだ関連情報

(固③8888コードNo.420)、ホームページ (http://www.city.ueda.nagano.jpjkaigoholくenjindex.html)

[ 5 ] 11.10.16 
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.11月の粗大ごみ回収日

11月20日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。
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平成11年地価調査結果
同ーー 、IVノノ・

NTT東日本

益さ、楽しさを件
このほど県から地価調査が発表されました。

常設の「マルチメ
地価調査は、国土利用計画法による土地取引の規制を適正か

セミナー内容
つ円滑に実施するため、同法施行令第 9条第 l項の規定により、 国営業支店マル
県知事が毎年 l回基準地を調査し、その結果を公表するもので お問い合わせく
す。これは、国の行う地価公示と併せて一般の土地を売買する じ〉開設場所 N 
際の目安となる価格です。用地調整(市役所 4階〉、各支所、

市立図書館で閲覧できます。 ー一
物ち 束信地域 そと 学・ 議所 41 V 

マ問い合わせ用地調整 (固⑫ 82 4 5) 12マ
月と の短大 時と

-地価調査基準地価格表[基準地 1rriあたりの価格(円/rri) ] 12き

基準地の所在および地番
平成11年 平成10年 基準地の 日

ならびに住居表示 利用の状況 (日)第

材木町1丁目132番2
139.000 145.000 住宅 第期

所約マ言事業所 来年ろ 日5 
「材木町1-12-18J

2 
大字諏訪形字南中田964番11 85.000 85.900 住宅 期 11 審 5社01J[]~ j 上商回 倒午後
中央西 1丁目6407番4外4筆 月

127.000 135.000 住宅 12 6 
マ持 月新規大工会時1 

6 
「中央西1-5-8J

月日 o o 

。
大字上塩尻字長走347香5外1筆 60.300 60，300 住宅 16 (i) 

9 

大宇中野字金坪下112番1 59，500 59，500 住宅

大字古里字天笠1950番12 87.000 90.600 住宅
i は再発見 家族産物 の

さ旅 と日
大字蒼久保字村東1476香29 67.000 67.400 住宅

午後マ 、 素晴秋晴れ ウ
絵画百し 行」「田 マ容内 期は2 術年来1 

大字築地字堀ノ内102香34 58.100 58.100 住宅 とお や の オ
大字富士山字三門寺3090番1 42.600 42，600 住宅 3 き問し友達 ら
大字上田宇中丘1491番8 89，700 91，500 住宅 日寺 いて し の

大字上野字番匠町355番32 77，300 78，500 住宅
の 園 絵画 票谷変自がわ l 公の 月

大字蒼久保宇中村135番1 43.700 43.900 田
31せせっ そ、

等開微「フ 3日0 大字御所字稗田522香イ3 132.000 140.000 庖舗兼住宅
9日くんし の上自

大字古里字柳町21香7 143.000 146.000 庖舗兼住宅 だかよ 田 風」ラ( 日)

大字中之条字柳原575番6外2筆 114.000 114.000 庖舗 受時午(前日1さ O に 3い役割を の

まえ;言常田3丁目455番目外1筆 事務所兼 け い詳歩き な 農 1

「常田3-15-56J
207.000 229.000 

工場 付 10 0 し 7μ):¥ 、村山 2 っ』
筆自 画映ふート期1 け時 く、宍農 ) 
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田
地
区
(
山
洋
電
気
附
駐
車
場
↓
生

島
足
島
神
社
↓
佐
加
神
社
↓
北
ノ
入

池
↓
東
山
環
境
保
全
型
農
業
実
証
農

場
)
マ
定
員

1
5
0
名
(
家
族
等

3
1
5
人
で

1
グ
ル

ー
プ

)

マ

参

加
費
小
学
生
以
上
1
人
3
0
0
円

マ
申
し
込
み
直
接
、
農
林
課
へ

上
回
創
造
館

n月
の
催
し
も
の

上
田
創
造
館
(
固
⑫
1
1
1
1
)

-
第
2
土
曜
日
学
習
施
設
開
放
(
参

加
無
料
)

マ
と
き
日
月
日
日
出
午
前
9
時

初
分
j
午
後
4
時

マ

内

容

ア

ン

ザ
ン
岩
と
カ
コ
ウ
岩
の
造
岩
鉱
物
の

形
や
大
き
さ
、
色
な
ど
を
鉱
物
顕
微

鏡
で
観
察
し
て
み
よ
う

-
「
し
し
座
流
星
群
」
特
別
説
明
会

マ
と
き
日
月
日
日
出
午
後
l
時

ω分
i
・
3
時
j

・
7
時
初
分
i
、

同
日
日
制
午
前
日
時
j

・
午
後
1
時

ω分
i
・
3
時
(
)
マ
説
明
時
間

約

刊

分

マ

定

員

各

国

1
2
0
名

マ

参

加

無

料

・
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き
日
月
日
日
出
午
後
7
時

ω分
1
9
時
(
午
後
7
時
加
分
ま
で

に
受
け
付
け
を
)
マ
内
容
「
今

日
の
星
空
」
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

説
明
。
「
し
し
座
流
星
群
に
つ
い
て
」

の
解
説
。
そ
の
後
、
屋
上
で
観
望

マ
そ
の
他
雨
天
・

曇
天
時
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
座
な
ど
の
説
明
。

小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で

居

一

場

田

タ

・
第
竹
田
春
陽
会
東
北
信
絵
画
展
揖
塩
ン

マ
と
き
日
月
日
日
働
j
n
日
例
耕
一
J

庖…灼

午
前
9
時

1
午
後
4
寺

ω分
(
最
終
絵
プ
堀
ン

日

ー
協
一
上
ピ

日
は
午
後

4
時
ま
で
)
マ
入
場
料
副
コ
く
ッ

h

州内

A
ふ
ヨ

無

料

出

、

お

シ

・

折

り

紙

教

室

岡

田

ゃ

加

マ
と
き
日
月
お
日
日
(
午
前
の
刷
好
庖
お

(

E

=

二
し

部
・
:
午
前
日
時
j
正
午
、
午
後
の
部
・
:
也
友
夕
、

品
川
西
ン
庖

午
後
l
時
1
3
時

)

マ

内

容

夕

刊

、

イ

田

リ
ス
マ
ス
飾
り
を
折
ろ
う
マ
参
加
市
師
団
.I

料
(
折
り
紙
代
)

3

0

0
円

マ

時

制

作

-M

持

ち

物

持

ち

帰

り

用

袋

切

西

マ

ジ

・
第
2
・
4
土
曜
日
施
設
無
料
開
放
ゆ
卦
卦
ゆ

日
月
日
日
と
同
幻
日
は
、
上
小
地
問
畑
加
問

域
、
小
・
中
学
生
と
同
伴
の
保
護
者
明
明
明
明

の
か
た
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、

民
俗
資
料
館
、
体
育
館
、
視
聴
覚
室
程
包
-
口

(
午
前
日
時

1
午
後

4
時
)
が
無
料
咽
仇
札

に

な

り

ま

す

。

即

抑

此

1
間

て

4
E
4
2
I
U
 

E
V
3
 

E
'
L
ぷ

ク
侍
っ

イ

間

臥

サ

情

活

リ
午
ル

K
E
正
ア

ン
ト
乳

E
叩
ま

y-
前
せ

a
，d
午

出

一
ほ
耐

イ
附
酎

ウ
収
-
叫.E制

-パソコン教室日程表
No 講座名 実施日 対象者(定員) 受講料 申し込み

111 ワ一ー太プ郎ロコソーフスト~川FFFR1佳曲9日16B月A時時433O日日日0分分神同 16日日日凪時時明331)00自分分国

ボ1ー1車ド以hi上使でえマるウかスた・(キ20ー名)
3000 
円 10月休2)1日

112 工表ク計セ算jソフト ボ1ー1歳ド以が上使でえマるウかスt・(キ20ー名)6000 
レコース 円

113 親子パソコン 午1前1月9時13~日正(土午) 小親・子中(学18生名の) 500 
円 11月(月)1日

114 パ休ソ日ココンー入ス門 11月時14午日旧後) 初16心歳者以(上20名の) 1000 午前9B~~q:1rt4時 円

115 パ熟ソ年ココンー入ス門 午前191月時23午日(後火)4時 初50心歳者以(上18名の) 1000 円 11月(柑11日
116 パソコン入門 午前191月時29午日(後月)4時 初16心歳者以(上20名の) 1000 平日コース 円
※申し込み 「はがき」または [FAXJで①コースNo ②コース名 ③氏名 ④年齢 ⑤郵便番号 ・住所
⑥電話番号を明記のうえ期日までに (当日消印有効)上回創造館 「パソコン教室受付係J(干386-1102上田
市大字上田原1640・圃@4100)ヘ。 申し込み多数の場合は抽選と し、結果は全員に通知します。

11.10.16 [7 ] 



圃

家庭用計量器の無料精度診断
問い合わせ商工課(固⑫ 53 9 5) 

市では、身近な計量器に関心を深めていただくために、下記日程により、血

圧計(デジタルを除く)、体温計、ヘルスメータ一、キッチンスケールの無料診

断を行います。

園日程表

月日 d立企=bz、-号L目事 時間

11月 8日(月)

11月 9日(火) 市役所計量検査室 午前 9時~正午

11月10日(水) (西庁舎 1階) 午後 1時"'-'3時

11月11日(木)

宵璽
e砺ゐ

.職
B準
e備

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
(
固
⑫
2
9
8
8
)

育
児
、
介
護
に
よ
り
職
業
生
活
を

中
断
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
再
就
職

の
準
備
を
さ
れ
て
い
る
か
た
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

日

月

8
日
側
・

9
日
閃

午
後
1
時

1
4
時

マ

と

こ

ろ

市

民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
マ
内
容
適
職
、

企
業
が
求
め
る
人
材
、
税
金
等
、
就

職
の
ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等

の

活

用

マ

受

講

料

無

料

マ

申

し

込

み

日

月
2
日

ωま
で
に
、

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
も
し
く
は
上
田

公
共
職
業
安
定
所
(
固
⑫
8
6
0
9
)

の
窓
口
へ
(
電
話
も
可
)
マ
そ
の
他

託
児
希
望
者
は
い
っ
し
ょ
に
申
し

込
み
を
(
対
象
・

:
2
1
6
歳
)

市
制
施
行
卵
周
年
記
念

「
い
ま
・
む
か
し
写
真
展
」
を
開
催

景
観
建
築
課
(
固
⑮
5
4
3
0
)

変
わ
り
ゆ
く
上
田
市
の
姿
を
紹
介

ま
ち

す
る
と
と
も
に
、
変
化
す
る
街
並
み

景
観
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
「
い
ま
・
む
か
し
写
真
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
じ
ア
ン
グ
ル
で
撮
影

し
た
昔
と
今
の
写
真
を
2
枚
1
組
で

展
示
す
る
も
の
で
、
今
回
は
昭
和

ω

年
代

;ω
年
代
の
写
真
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。

マ

と

き

日

月

2
日
州
w
j
同
8
日

側
午
前
9
時
j
午
後

5
時

マ

と

こ

ろ

観

光

会

館

2
階

マ

内

容

市

役
所
l
階
に
、

5
月
か
ら
日
月
ま
で
、

毎
月
入
れ
替
え
て
展
示
し
た
作
品
な

ど
、
約
お
組
を
展
示
し
ま
す
マ
そ

の
他
市
民
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
作
品
も
展
示
し
ま
す

生
涯
学
習
市
民
大
学

『
暮
ら
し
と
環
境
」
講
座
開
催

城
南
公
民
館
(
固
⑫
7
6
1
8
)

私
た
ち
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
、

「
水
」
と

「
ご
み
」
の
問
題
を
中
心

に
考
え
ま
す
。

マ

定

員

初

名

マ

受

講

料

無

料
(
保
険
料
実
費
)
マ
申
し
込
み

日
月

m日
働
ま
で
に
電
話
で

-

「
暮
ら
し
と
環
境
」
講
座
日
程

日時 内容 講師(敬称略)

水と生活
牧幸男

(上回薬剤師会会長)
水環境の現状

(本街中央槌細罰谷究所和繍海生態研究室室長)~メダ力はどうしていなくなったのか?~

私た浄ち管の飲理んでいる水学は? 浄水管理センター職員
~ 水 センタ一見~

家庭からの地球環境(公開講座)
池田」みち

(環境総合研究所副所長)

一Iみはなぜ悪者なのかI 大鵜学飼照喜
~ごみ処理の限界~ (信州学教育学部教授)

同午後1時月除号1却阻謂分附~3遡時 ~ごごみみ処は理なかぜら悪出者るな有の害か物H質~
関口鉄夫

(県廃棄物問題研究会事務局長)

ズポフでもできるエコロジー
赤(星漫た画家み)こ

(公開講座)

曙塁bリサイクル先進事例見学

上田市のごみ処理の現状 環境業務課職員

第6目上田・小県映像祭I~あなたも出品を
上田地域広域連合事務局(固⑫2130)

お知らせ

bテーマ 「伝統を承け継ぐ人びとと消えゆく風景」

(上田小県地域に伝えられている伝統芸能、年中行事、

さまざまな分野の職人などの人物および高速道、新幹

線開通等で消え去りつつある上田小県地域の風景を被

写体に作品を作成する) t>応募資格上田小県地域

に居住または通勤、通学しているかた(プロは除く 〉

じ>応募規定 ①写真の部…カラ プリント 4つ切り

(25.4cm x 30.5cm)。本人撮影で未発表のもの(何点で

も可) ② ビデオの部…録画時間20分以内のもの一人

(一団体) 1点 b応募方法 「応募票」に作品名・

氏名・年齢・住所・電話番号・勤務先(学校名〉 ・撮

影場所を記入し、 11月 8日(月}-----12月10日陰1(土曜・日

曜、祭日を除く〉に上田地域広域連合事務局(干386-

0025上田市天神 2-4 -55)へ郵送またはお持ちくだ

さい じ〉表彰 各部門ごとに、上位作品に賞状と副賞

を、また、応募者には記念品を贈ります じ〉展示 平

成12年 l月28日後1-----2月 6日(日)、上田創造館

問い合わせ

中
小
企
業
者
向
け

2
0
0
0年
問
題
対
応
等
の
窓
口
開
設

商
工
課
(
固
⑮
5
3
9
5
)

目
前
に
迫
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西

暦

2
0
0
0年
問
題
対
応
を
は
じ
め
、

情
報
機
器
の
円
滑
な
導
入
・
活
用
を

図
る
た
め
、
長
野
県
中
小
企
業
情
報

セ
ン
タ
ー
(
固
0
2
6
1
2
2
6
1

4
5
6
0
)
で
は
、
中
小
企
業
者
の

皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

2
0
0
0
年
問
題
に
対
応

し
て
設
備
を
改
造
ま
た
は
更
新
す
る

た
め
の
設
備
資
金
に
つ
い
て
は
、
政

府
系
金
融
機
関
を
は
じ
め
、
県
・
市

の
制
度
融
資
等
で
対
応
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
金
融
公
庫
と
環
境
衛
生
金
融
公
庫
が

統
合
し
ま
し
た

国
民
生
活
金
融
公
庫
長
野
支
庖

(固
0
2
6
1
2
3
3
1
2
1
4
1
)

中
小
企
業
者
向
け
に
小
口
の
事
業

資
金
を
融
資
す
る
国
民
金
融
公
庫
と
、

飲
食
庖
や
旅
館
業
な
ど
の
環
境
衛
生

関
係
事
業
者
向
け
の
融
資
を
行
う
環

境
衛
生
金
融
公
庫
の

二
つ
の
政
府
系

金
融
機
関
が
、
日
月
1
日
に
統
合
し

て
「
国
民
生
活
金
融
公
庫
」
と
な
り

ま
し
た
。

新
し
い
国
民
生
活
金
融
公
庫
は
現

在
の
両
公
庫
の
貸
し
付
け
業
務
を
維

持
し
て
、

事
業
資
金
の
貸
し
付
け
や

環
境
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

[8 ] 11.10.16 

民間被害者支援組織が設立されました | 長野犯罪被害者支援センター
|固026-223-7830

(火・金曜日の午後3時から午後7時まで)



• 

8
日
間
焼
却
炉
が
停
止
し
ま
す

ご
み
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

上
回
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
(
固
⑫
0
6
6
6
)

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(固③88 8 8コード:No.27 9) 

納期限11月1日凋)
・ 市 県 民 税 3期
・国民健康保険税 4期

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

来
年
の

3
月
末
ま
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
工
事
の
関
係
か
ら
、
日
月

μ
日
目

か
ら
白
日
間
ま
で
の

8
日
間
の
予
定

で
、
焼
却
炉
が
完
全
に
停
止
し
、
ご

み
の
焼
却
が
ま
っ
た
く
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
約

6
0
0
ト
ン
し
か
ご
み
を
た
め
て
お

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
焼
却
炉
停

止
期
間
中
は
、
紙
類
な
ど
の
資
源
回

収
や
生
ご
み
の
た
い
肥
化
な
ど
、
よ

今月
の
納税

り
い
っ
そ
う
の
ご
み
減
量
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

あ
き
地
の
管
理
を

き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う

生
活
環
境
課
(
固
⑮
5
1
2
0
)

以
前
は
畑
と
し
て
耕
作
し
て
い
た

が
、
現
在
は
耕
作
し
て
お
ら
ず
あ
き

地
に
な
っ
て
い
る
、
ま
た
宅
地
と
し

て
購
入
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
あ

き
地
に
な
っ
て
い
る
等
、
市
内
に
は

多
数
の
あ
き
地
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
あ
き
地
に
は
、
ご
み

が
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
り
、
雑
草
等

が
繁
茂
す
る
な
ど
、
周
囲
の
景
観
や

近
隣
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
を
害
し

て
い
る
ケ

l
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ

相談名 日 時 会場など

11月12日後)

法 律 本目 日炎 13:30，.....15:30 
(予約制) 11月26日佳)

13:30，.....15:30 受付は…・・

土地建物相談
11月11自体)

市役所
生活環境課13:00，.....16:00 

市 民 中目 ~ 
(本庁舎 1階)

交通事故相談 毎週月~金曜日
⑫ 2 女 '性 中目 主R尖.，. 9 :00，.....16:00 

Yr. z塁a=.主 中目 日炎
毎週月~金曜日

(H直福通祉③課2000) 9 :00，.....16:00 。
母 子 相 E炎

毎週月~金曜日 。 福祉課
9 :00"""16:00 (内線 16 0 8) 

人権・悩みごと相談
11月 4日(木)

人(H権直同通和③対5策課
13:00"""16:00 393) 

農地問題相談
毎週月~金曜日 農業庁委員会
8 :30，.....17:00 (本舎 2階)

イ寸 政 本目 員炎
11月 8日(月)

上回西武10:00，.....15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00，.....15:00 

福 祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00"'16 : 00 

社(包会⑫福8祉0協8議0会) 
法 律 本目 号自LdKι 11月20日(土)

(予約制) 10:00'"正午

』宅 A キ目 百炎
毎週土曜日

13 : 30"'15 : 30 

結 t香 本目 談
毎週水曜日

社(包会⑫福3祉0協8議2会) 10 : 00"'15 : 00 
法 律 相 日炎 11月17日(ボ

(予約制) 13:30，.....15:00 
上(H回⑫商4工5会0議0所) 

保険年金相談
毎週月~金曜日
9 :00"'16:00 

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上田(fiパ⑫ートサテライト内)8 :30'" 17:00 8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
子育て支援センター

(電話相談) 9 : 00"'16 : 00 
保育・子育て相談 毎週火・木曜日 南部(H保⑫育3園0内9相6談)室

(面接相談) 9 :00"'16:00 

月の相談

ま
す
。
ま
た
、
秋
に
な
る
に
つ
れ
て
、

枯
れ
た
草
木
が
火
災
の
原
因
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

市
内
に
あ
き
地
を
所
有
ま
た
は
管

理
す
る
か
た
は
、
雑
草
等
を
除
去
す

る
な
ど
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
除
去
し
た
雑
草
等
は
現

場
に
放
置
せ
ず
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
す
る
等
、
適
正
に
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

川
を
汚
れ
か
ら
守
ろ
う

秋
の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

生
活
環
境
課
(
固
⑮
5
1
2
0
)

信
濃
川
を
守
る
協
議
会
で
は
、
日

月
幻
日
仰
に
県
下
一
斉
秋
の
河
川
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

河
川
へ
の
不
法
投
棄
や
水
辺
で
遊

ん
だ
後
の
ご
み
の
散
乱
、
釣
り
の
あ

と
の
釣
糸
や
容
器
の
投
棄
が
目
立
ち

ま
す
。
放
置
す
る
と
水
質
が
汚
濁
し
、

川
の
景
観
が
損
な
わ
れ
ま
す
。
川
は

み
ん
な
の
財
産
。
気
持
ち
よ
く
川
で

遊
べ
る
よ
う
、
ご
み
は
放
置
せ
ず
持

ち
帰
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

粗
大
ご
み
の
回
収
を

実
施
し
て
い
ま
す

環
境
業
務
課
(
固
⑫
0
6
6
6
)

環
境
業
務
課
で
は
、
粗
大
ご
み
の

戸
別
回
収
と
拠
点
回
収
を
、
有
料
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

戸
別
回
収
は
環
境
業
務
課
へ
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
、
件

数
が
ま
と
ま
り
し
だ
い
担
当
業
者
が

各
戸
に
回
収
に
伺
い
ま
す
。
拠
点
回

収
に
つ
い
て
は
左
表
の
場
所
へ
直
接

お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

更変川
Jよム

口
主
食

品
川

ω
μ」レ一ア映

せ
放

ら

の

)

円
H
M

円
/ι

作
Tρ

l
」

新
・
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
道
路
お
田

1

の

は

引

の
国
勢
調
査
で
す
。

主

豆
E

③

マ

自

動

車

起

終

点

調

査

段

鑑

個

自
家
用
車
を
個
人
使
用
し
て
い
る
則
九
婦

か
た
で
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
か
た
放
一
ん
軒

に
は
、
世
帯
の
構
成
と
世
帯
で
保
有
い

Z
L一

諒

す
る
す
べ
て
の
車
の
使
用
状
況
を
お
テ
出
し
拾

尋
ね
し
ま
す
。
営
業
車
等
に
つ
い
て
配
た
山
信

は
、
調
査
対
象
車
両
の
使
用
者
や
事
上
山
方
帽

n

-

(

h

l
ぃ
Q
U

業
者
を
訪
問
し
、
対
象
車
両
の
使
用

i
れ
午
行

o

E

さ

正
施

状

況

を

お

尋

ね

し

ま

す

眠

定

日

制

マ

一

般

交

通

量

調

査

闘

方

泊

市

調
査
地
点
を
通
過
す
る
交
通
量
を
疋
剛
則
せ

'
門
『
斗
」
門

Jι

「ノ

計
り
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
自
動
車
ゐ
町

J
針

で
走
行
し
て
調
査
区
間
の
通
過
所
要
閣
月
リ
い

-
E
q
-
-一l
F
白
川

J

時
間
を
計
り
旅
行
速
度
を
求
め
ま
す
。
日

1
U
E

道
路
状
況
の
調
査
で
は
歩
道
設
置
延

長
や
緑
化
済
み
延
長
な
ど
を
調
べ
ま

す。
な
お
、
自
動
車
起
終
点
調
査
、
一

般
交
通
量
調
査
を
秋
に
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
。

場所

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

-粗大ごみ拠点回収予定

3月18日比)

※時間は午前10時~正午

10月16日(土)

11月20日(土)

12月18日出

菜草
1月22日仕)

2月19日(土)

実施日
新
・
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
"
か

実
施
さ
れ
ま
す

県
庁
道
路
建
設
課
(
困
0
2
6
1
2
3
5
1
7
3
0
5
)

11.10.16 [9 ] 



• 

上
田
市
は
、
国
宝
八
角
三
重
塔
を

は
じ
め
と
す
る
文
化
財
の
宝
庫
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、

国
・
県
・
市
指
定
文
化
財
の
う
ち
移

動
可
能
な
も
の
の
大
部
分
、
約
印
件

2
5
0
点
を
展
示
し
ま
す
。
「
上
田

市
の
文
化
財
」
が
上
田
市
誌
と
し
て

発
刊
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
の
行
事

で
も
あ
り
ま
す
。

マ
会
期
日
月
初
日
出

1
日
月
お

日
日
(
休
館
日
日
月
刊
日
・
口
日
-

M
日

)

マ

会

場

市

立

博

物

館

(
考
古
資
料
及
び
国
分
寺
関
係
資
料

は
、
国
分
寺
資
料
館
で
展
示
)
マ

こ

も

ん

じ

展
示
資
料
[
国
指
定
]
小
文
地
桐

教育信
州
大
学
創
立
回
周
年
記
念

市
民
公
開
講
座

不
登
校
に
つ
い
て
の
講
演
会

学
校
教
育
課
(
固
⑫
5
1
0
1
)

マ

と

き

日

月

5
日
働
午
後
3
時

ω分
j

マ
と
こ
ろ
中
央
公
民
館

大
会
議
室
マ
講
師
信
州
大
学
医

学
部
児
童
精
神
科
医
・
原
田
謙
さ
ん

マ
演
題
「
不
登
校
児
の
理
解
と

援
助
」

市
制
施
行

m周
年
記
念

上
回
の
文
化
財
展
開
催

博
物
館
(
固
⑫
1
2
7
4
)

か
わ

紋
付
章
胴
服
(
織
田
信
長
所
用
)
ほ

か
〔
県
指
定
〕
山
浦
真
雄
作
太
刀
、

シ
ナ
ノ
イ
ル
カ
の
化
石
ほ
か
[
市

指
定
〕
龍
洞
院
活
文
禅
師
資
料
、
向

源
寺
武
田
信
玄
朱
印
状
、
紺
屋
町
八

幡
社
絵
馬
、
東
昌
寺
僧
具
、
馬
背
神

社
薬
師
如
来
立
像
(
円
空
仏
)
ほ
か

マ
入
館
料
通
常
料
金
(
大
人
2

5
0
円
ほ
か
。
市
内
の
小
・
中
・
高

校
生
は
無
料
)

-
記
念
講
演
会

マ
演
題
「
上
田
の
文
化
財
そ

の
価
値
と
歴
史
|
」
マ
講
師
黒

坂
周
平
さ
ん
(
長
野
県
文
化
財
保
護

協
会
会
長
)
マ
と
き
日
月
幻
日

間
午
後
l
時
初
分
j

3
時

マ

と

こ

ろ
上
小
教
育
会
館
(
中
央
消
防
署

隣
)
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

上
田
城
櫓
下
の
観
光
駐
車
場
等
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

-
幸
村
展
・
文
化
財
展
展
示
説
明
会

博
物
館
で
は
文
化
財
展
の
ほ
か

「
真
田
幸
村
展
」
を
開
催
中
(
日
月

7
日
間
ま
で
)
で
す
が
、
こ
の
両
展

覧
会
の
説
明
会
で
す
。
(
解
説
は
博

物
館
学
芸
員
)
①
日
月
3
日
制
午
後

1
時

ω分
j
②
日
月
7
日
制
午
後
1

時
羽
分
j

上
田
市
文
化
自
主
事
業

演
劇
公
演
『
森
は
生
き
て
い
る
」

文
化
課
(
固
⑫
5
1
0
2
)

マ

と

き

来

年

1
月
幻
日
嗣
午
後

6
時

ω分
j

(
開
場
午
後
6
時
)

|信州大学の先生による、秋の特別講座 | 
〈参加無料〉

『情報Jのふしぎな也界
モット知ろう!!マJLチメディア
11月13日(土)午前10時~午後4時
上田市マルチメデ'ィア情報センターホール

人間とコンビューターを比べながら、「見る・聴く・

伝える」ための情報処理技術について信州大学工学部

情報工学科、電気電子工学科の先生がたがわかりやす

く解説します。

く内容>rどんな風にできている、何ができる、マル

チメディア?J '"情報の仕組み講師:降旗建治助教

授、 「しゃべる、聴きわけるコンビューターJ'"音声

発生と合成・認識 松本弘教授、 「ものを見る仕組み、

見せる仕組みJ'"視覚と画像処理 不破泰助教授、

「耳を通した音の世界J'"聴覚信号の応用 米沢義道

教授、 「ネットワークで世界中とつながろうJ'"ネッ

トワークシステムとインターネット 山本博章助教授

b申し込み電話(⑮ 10 0 0)で上田市マルチメディ

ア情報センターまで

マ
と
こ
ろ
上
田
市
民
会
館
マ
入

場
料
指
定
席
・

:
3
5
0
0
円
、
自

由
席
・

:
2
5
0
0
円
(
団
体
割
引
[

犯
人
以
上
]
が
あ
り
ま
す
)
マ
前

売
り
券
取
り
扱
い
琴
光
堂
楽
器
応
、

平
安
堂
上
田
庄
、
ジ
ャ
ス
コ
上
田
底
、

上
田
子
ど
も
劇
場
、
上
田
市
民
会
館
、

上
田
市
文
化
会
館
(
中
央
公
民
館
)
、

文
化
課
マ
自
由
席
の
み
取
り
扱
い

各
公
民
館
(
西
部
、
城
南
、
上
野

が
丘
、
塩
田
、
川
西
)
、
市
立
博
物

館
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
、
市
立
図

書
館バ

ン
キ
エ
l
リ
・
シ
ン
ガ
ー

一

ズ
が
や
っ
て
く
る

一

上
回
女
子
短
期
大
学
(
固
⑩
2
3
5
2
)

「
バ
ン
キ
エ

l
リ
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
」

は
、
世
界
的
に
著
名
な
カ
ン
テ
ム
ス

少
年
少
女
合
唱
団
の
卒
業
生

6
名
に

よ
り
結
成
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
コ
ー

ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
。
上
田
女
子
短
期

大
学
北
野
講
堂
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー

ズ
1
9
9
9
「
バ
ン
キ
エ

l
リ
・
シ

ン
ガ
ー
ズ
演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き
日
月
初
日
出
午
後
2
時

ー
マ
と
こ
ろ
上
田
女
子
短
期
大

学

北

野

講

堂

マ

入

場

料

無

料

(
要
整
理
券
)
マ
整
理
券
申
し
込

み
方
法
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

初
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
の
上
、
「
上
回
女
子
短
期
大

学
コ
ン
サ
ー
ト
係
」
(
干

3
8
6
ー

1
2
1
4
上
田
市
大
字
下
之
郷
乙

6

2
0
)
へ
日
月
ロ
日
働
必
着
で

11. 10. 16 [ 10 ] 

「広報うえだ10月 1日号」でお知らせしました「日本語ボランティア入門講座(10月23
日(士))Jの講師が内坂由美子さん(北信外国人医療ネットワーク代表)に変わりました。
じ〉問い合わせ 中央公民館(固⑫o7 6 0) 

EGJfttf@M翠国



• 
手づくり
クリスマ

櫨樹霜司スリース

生
涯
学
習
市
民
大
学

『
消
費
生
活
と
環
境
問
題
」

西
部
公
民
館
(
固
⑫
7
5
4
4

期日 内容 備考

10月27日休) 「生活に身近なリサイクルとはJ 講義

11月11日休) I~食』について学ぶ」 パー卜 1 現地学習

12月 1日(水) I~食』について学ぶj J '¥一 卜2 ノ/

12月 8日(7.1<) I~水』について学ぶj J '¥一卜 1 ノ/

12月22日(水) I~水』について学ぶ」 パー ト 2 11 

1月12日休) I~水』について学ぶ」 パー ト 3 11 

1月19日休) 「環境問題についての考察」 ディスカッション

1月26日(水) I~ゴミ 』について考えるjJ'¥一卜 1 現地学習

2月 9日(水) I ~ゴミ 』について考えるj J'\一卜 2 11 

2月中旬 公開講座「地球環境をどう守るか」 講師選定中

程日題
間
引
叩

同
昨
日
r

境環と手
白生費山月

• 
マ

時

間

午

前
9
時

ω分
j
ロ
時

マ
場
所
西
部
公
民
館
ほ
か
マ

定

員

初

名

マ

受

講

料

無

料

マ
申
し
込
み
日
月
刊
日
日
側
か
ら
西

部
公
民
館
へ

一身近な材料でクリスマスリース

を作りましょう -

じ〉講師久世サツ子さん

じ〉参加料 800円 (材料費込み)

じ〉持ち物 花ばさみ、軍手

じ〉定員 25名(先着順)

b申し込み 10月20日(樹から文化

課(固⑫ 51 0 2)で

受け付けます。

11月27日(土)午後1時から
旧室教師館(下之郷・リサーチパーク内)

生
涯
学
習
市
民
大
学

『
身
近
な
環
境
講
座
」

上
野
が
丘
公
民
館
(
固
⑫
0
6
5
9

期日 内容

11月17日(水)開講式 (オリ工ンァーション)

11月24日(7.1<) 水質汚染について

12月 1日(水) 安全な水と健康な暮らし

(未定) 自然がつくる地域の豊かさ[公開講座]

12月 8日(水) タイオキシンについて

12月15日(7.1<) 環境ホルモンについて

12月22日(7.1<)公本市クリーンセンター現地研修

1月12日休)風土を科学し、庭土でできる生ごみのゼロエミッシ3ン化を考える

1月19日(水) 環境を守る主役はあなた

1月29日(討リサイクル社会に向けて[公開講座]

2月 2日(水) 開講式(まとめ)

程口同座草
舟境環な近身

• 
マ

時

間

午

後
l
時

ω分
j
3
時

ω分
(
ロ
月
幻
日
は
午
前
9
時
j
)

マ
場
所
上
野
が
丘
公
民
館
ほ
か

マ

定

員

初

名

マ

受

講

料

無

料
マ
申
し
込
み
上
野
が
丘
公
民

館
へ地

域
学
講
座

『
わ
が
ま
ち
上
回
」

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0

マ
と
き
日
月
幻
日
附
午
後
7
時

j

8
時

初

分

マ

と

こ

ろ

中

央

公

民
館
マ
内
容
「
子
ど
も
た
ち
の

願
い
」
・
:
先
日
、
上
田
市
で
初
め
て

の
子
ど
も
議
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
子
か
ら
、
今
の
子
ど
も
た
ち

は
ど
ん
な
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
何

を
望
ん
で
い
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

マ
発
表
者
・
助
言
者
田
中

浩
寿
さ
ん
(
塩
尻
小
学
校
教
諭
)
宮

沢
奈
美
江
さ
ん
(
子
ど
も
議
会
議
員

の
親
)
、
学
校
教
育
課
稲
垣
課
長
補

佐
、
生
涯
学
習
課
沓
掛
指
導
員
マ

受

講

料

無

料

マ

申

し

込

み

中

央
公
民
館
へ

。
当
日
参
加
も
可

コ
カ
リ
デ
初
心
者
講
習
会

受
講
者
募
集文

化
課
(
圃
⑮
5
1
0
2

マ
と
き

3
回
コ

l
ス
①
日
月
初

日
出
②
日
月
幻
日
出
③
ロ
月
4
日
出

い
ず
れ
も
午
後
2
時
初
分
j

4
時

マ
講
師

①
は
黒
坂
黒
太
郎

②
と

③
は
上
田
コ
カ
リ
ナ
合
奏
団

マ

と

こ
ろ
上
回
創
造
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
l
ル

マ

受

講

料

親

子

2
名
3

0
0
0
円
、
大
人
2
0
0
0
円
、
子

ど
も

1
5
0
0
円

マ

定

員

親

子

初
組
、
大
人
目
名
マ
申
し
込
み

日
月
初
日
出
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
F
A
X
ま
た
は

電
話
で
阿
部
(
園
田
⑧
1
5
3
6
)
へ

上
回
女
子
短
期
大
学

児
童
文
化
研
究
大
会

上
田
女
子
短
期
大
学
児
童
文
化
研
究
所

(
固
⑩
2
3
5
2
)

マ
期
日
目
月
お
日
出
マ
時
間

分
科
会
・
・
・
午
前
日
時
初
分
j
ロ
時

(
受
付
叩
時
)
、
講
演
会
・
:
午
後
l
時

初
分
1
3時

ω分
(
受
付
ロ
時
初
分
)

マ
会
場
上
田
女
子
短
期
大
学
北

野
講
堂
、
教
室

マ
講
演
会
演
題
・

講
師
「
見
え
な
く
な
っ
て
見
え
る

も
の
」
広
沢
里
枝
子
さ
ん
マ
入
場

料
無
料
マ
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
上
田
女
子
短
期
大
学
児
童
文

化
研
究
所
(
固
⑧
2
3
5
2
)
へ

『
別
世
紀
へ
の
贈
物
」

提
言
募
集

紺
青
少
年
育
成
国
民
会
議

(固
0
3
1
3
4
6
0
1
4
1
5
1
)

幻
世
紀
を
目
前
に
し
て
あ
な
た
は

次
の
世
代
へ
何
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
か
。
大
切
な
心
、

言
葉
な
ど
あ

な
た
の
思
い
を
提
言
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
資
格
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

マ
応
募
形
式
提
言

は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
形
式
で
、
タ

イ
ト
ル
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
①
文

章

(2
0
0字
程
度
)
②
イ
ラ
ス
ト
・

絵
・

4
コ
マ
ま
ん
が

(
A
4
判
)
③

写
真

(
キ
ャ
ビ
ネ
判
、
説
明
を
付
け

て
く
だ
さ
い
)
マ
応
募
方
法
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

郵
送
、

F
A
X
、
E
ー
メ
!
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
マ
募
集
期
間

日
月
刊
日
悩
ま
で
マ
応
募
先
、
問

い
合
わ
せ
干

1
5
1
0
0
5
2

渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
3

ー

l
国
立

青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
側
青
少
年
育
成

国
民
会
議

「
幻
世
紀
へ
の
贈
物
」
提

言
募
集
係
固
0
3
1
3
4
6
0
4

1
5
1
困
0
3
1
3
4
6
0ー

1
6

0
3
出

l
Bm己
ロ
o
Eロ
o
E
@ロ
ω吋
与

.
O
H，
・
]
同
)

司
自

E
J

aE

・・
・a・・・

「
E
E
L
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-精神保健ボランティア養成講座日程表

G H 

ド
T しA E H 

訂
正
と
お
わ
び

| 健康推進課(固創制

ま 10
し月

日

月広

日う
(封え

検 12
査ぺ

でジ

:・勾 ωwiZ 
11月の乳幼児健康診査・教室 :25

(固⑫8244) あ》

・令凶 2士
すり

そ孟
1ハ本

間
仁ユロI;/'

侵害
語奇

2揮
す EZ

草z
t手
ぉオ
わと
び
1 の

長聖
す三坦

あ

-国際医療協力長野フォーラム開催
bとき 10月30日出午後 1時'""5時 bところ 国

立長野病院地域医療研修センター 3階講堂 じ〉入場料

無料 じ〉内容①基調講演「国際保健医療協力の目

指すものJ(講師…東京大学医学部大学院国際地域保

健学教室・若井晋さん、東京大学医学部国際保健計画

学教室研究員・スマナ・バルアさん) ②フォーラム

(経験交流と発表) ③シンポジウム「国際医療協力の

現状と課題J(シンポジスト…基調講演者および経験

交流発表者) l>問い合わせ 国立長野病院庶務課

(固⑫ 18 9 0) 

t>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

1 歳 6 か月児・ 3 歳児)…午後 1 時~2 時 ② 2歳児教

室…午後 1 時~1 時15分[①、②とも午後零時30分以

前の受け付けはできません。t>持ち物 ①乳幼児

健康診査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、

おむつ、赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳 6か月児)0 4 

か月・10か月・ l歳 6か月児は赤ちゃん手帳の中にあ

る健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児は、

健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送りします

ので、ご記入のうえ、お持ちください。また、尿検査

の容器もお持ちください。 ② 2歳児教室…母子健康

子11長、おたずね用紙、歯ブラシ、コップ、おやつ代

(実費)、おやつ用はし・スプーン・フォ ークなどとお皿

・保健センター(市役所南町舎2階)

IIWデイサービスセンターときわぎ』開所
見学会へお出かけください
デイサービスセンターは、体の不自由な高齢者が日

帰りで利用いただける施設です。新しく「デイサービ

スセンターときわぎ』が開所しますので、見学会にお

出かけください。

bとき 10月23日仕)・ 24日(日)午前10時~午後 3時

じ〉問い合わせ デイサービスセンターときわぎ(上田

市常磐城 65 4 -4・固⑫ 72 0 1) 

・案内図

健康診査 実施日 生年月日

4か月
11月2日 11. 6 .16~ 6 .30 

11月19日 11.7.1~7.15 

10か月
11月4日 10.12.16~12.31 

11月24日 11.1. 1 ~ 1 .15 

1歳6か月
11月 5日 10.4.16~4.30 

11月25日 10.5.1~5.15 

3歳
11月11日 8.10. 1 ~10.15 

11月30日 8 .10.16~10.31 

2歳児教室
11月9日 9.8.1~8.15 

11月16日 9.8.16~8.31 

『デイサービスセンターときわぎ』

大星神社.

上田警察署入口

北陸新幹線・E二二E・E二
しなの鉄道

回 日時 内容 会場

開講式「上・小記の念精撮神影保
講義 健福祉」

11月15日(月) (講師・・・上田保健所職員) 合同庁舎
午前10時~ 講「精師神-を病むということ」 302・303
午後 3時30分 ( 一精神保健福祉セン 会議室

タ一所長・明石俊雄さん)
話し合いほか

11月19日(甜 講義「精神障害者への接し 干曲荘病院2 午前10時~ 方(講師…千曲荘病院医師)
午後3時 実習(病院・保健所) 保健所

11月26日(金)
作業所3 午前10時~ 実習(共同作業所・保健所)

午後3時 保健所

11月30日(火) 話し合い
消費生活

4 午後 1時~
講義「精神保健ボランティ

センター
3時40分 アについてJ(講師…精神 2階保健福祉センター職員)

-川西社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

4か月

10か月

・塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

|1歳6か月 I 11月26日 10.3.16~5.15 

11. 10. 16 [12] 

11. 6 .16~ 7 .15 

10.12.16~11. 1.15 
11月 8日

-精神保健ボランティア養成講座ヘ
上田保健所では、精神障害者を理解し支えるボラン

ティアを養成する講座を聞きます。ボランティアとし

て活動できるかたは、参加してみませんか。

じ〉定員 先着20名 l>申し込み・問い合わせ 11月

8日(月)まで、に、上田保健所保健予防課(固⑧ 71 4 9) 
J¥ 

O 



官

。¥

a 

。
)t 

4 

間

。
c 

_....-: 'fiO' 1.;弟必

「学校の宝物展」六中の文化祭で
。
z 

‘ c 

問

。

開催「学校の宝物展」
市内中学校では、 9月下旬から10月上旬にかけて行われた文化祭に

併せて「学校の宝物展」を開催しました。

この宝物展は、小中学校で大切に保存され、昔から引き継がれてき

た貴重な作品、 資料などを展示 したもので、 各中学校区内の小学校か

らも宝物を持ち寄 り一堂に展示 しました。

それぞれの学校ではやゆかりのあるかたから寄贈された絵画、 書物、

子どもたちがスポーツや音楽などの全国大会に出場 した時の記念品、

学校創立当時の写真など思い出深いさまざまな物を出品しました。

学
校
の
歴
史
乙
径
絞
を
物
語
る

-上田市教育委員会:t 
展示された品々から

. 
" 

‘ 

六中校歌作詞者、山本太郎氏自筆の原稿

浦里小の伝統ある校舎と子どもたちの写真

明治 6年から明治 14年ごろの教科書(J11辺小学校)

幽---通
小県郡泉田国民学校校旗 (J11西小学校)

11.10.16 [ 13 ] 
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問
問
岡
山
町
幽
凶
回

-
一
ア
大
使
た
ち

• 
回
開
凶
回
回
同
開

派遣団の皆さん

(北京市・明十三陵前で)

事団団団団団団団団団団団団団団引団
務
局員員員員員員員員員員員員員員率長

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
各
中
学
校
の
2
年
生
日

人
を
「
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
国
際
友
好
都
市
親
善
交
流
団
」

と
し
て

9
月
間
白
か
ら
沼
田
ま
で
中
国
の
寧
波
市
ヘ

派
遣
し
ま
し
た
。

大
西
道
夫
(
第
三
中
学
校
長
)

土
屋
彰
(
第
六
中
学
校
教
務
主
任
)

菅
原
慎
(
第
一
中
学
校
2
年
)

棲
井
恵
(
第
一
中
学
校
2
年
)

足
立
直
也
(
第
二
中
学
校
2
年
)

馬
場
彩
美
(
第
二
中
学
校
2
年
)

坂
本
智
宏
(
第
三
中
学
校
2
年
)

佐
藤
彩
(
第
三
中
学
校
2
年
)

細
川
理
香
(
第
四
中
学
校
2
年
)

西
沢

E
弥
(
第
四
中
学
校
2
年
)

柳
津
辰
範
(
第
五
中
学
校
2
年
)

深
町
瑛
子
(
第
五
中
学
校
2
年
)

召
田
一
騎
(
塩
田
中
学
校
2
年
)

竹
内
絵
里
子
(
塩
田
中
学
校
2
年
)

穂
刈
健
史
(
第
六
中
学
校
2
年
)

長
谷
川
祐
希
(
第
六
中
学
校
2
年
)

稲
垣
康
史
(
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
)

寧
波
市
で
は
、
教
育
委
員
会
へ
の
表
敬

訪
問
、
寧
波
市
に
よ
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
寧
波
中
学
校
で
の
交
流
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。
次
の
北
京
市
で
は
、

故
宮
、
万
里
の
長
城
、
明
十
三
陵
な
ど
中

国
の
代
表
的
な
遺
跡
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

派
遣
に
先
立
ち
団
員
は
、
寧
波
市
と
か

か
わ
り
の
深
い
別
所
温
泉
安
楽
寺
で
若
林

副
住
職
か
ら
お
話
を
聞
い
た
り
、
交
流
会

で
発
表
す
る
歌
の
練
習
、
上
田
市
の
こ
と

や
学
校
生
活
を
紹
介
す
る
準
備
な
ど
の
事

前
研
修
で
出
発
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

今
年
で

3
回
目
と
な
る
こ
の
派
遣
で
は
、

今
回
初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
日
程
に
組

み
入
れ
ま
し
た
。
一
人
ず
つ
別
々
の
家
庭

に
入
る
た
め
、
言
葉
の
面
な
ど
で
不
安
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
中
国
の
家

庭
の
中
に
入
り
交
流
し
た
こ
と
は
意
義
深

い
経
験
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

出
発
前
、
交
流
に
向
け
て
の
準
備
。

六
中
に
団
員
が
集
ま
り
、
交
流
会
で

紹
介
す
る
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。

11. 10. 16 [ 14 ] 

市
長
、
教
育
長
へ
の
帰
国
報
告
。

団
員
一
人
一
人
が
感
想
を
発
表
。
こ

の
体
験
を
学
校
の
友
だ
ち
に
も
広
げ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。~

 



:Jiろ r
寧波市教育委員会への表敬訪問。寧波市と上田市の

教育について意見交換しました。団員からは、中国の
中学生には制服はあるのか、外国語は何を勉強してい
るのかなどの質問があリました。

手ど毛情報鮪

寧波中学校との交流。準備しておいた写真、グラフ
などを使って上田市の新幹線や高速道、学校生活、部
活動を紹介。全員で「夢の世界をJIさくらさ くら」の
合唱を披露しました。

教
育
委
員
会
で
は
、
「
上
田
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」

を
生
涯
学
習
課
内
に
設
置
し
、
子
ど
も
情
報
紙

「
Y
A
っ
H
O
l
」
の
発
行
を
始
め
ま
し
た
o

m月
1
日
発
行
の
創
刊
号
は

3
5
0
0
部
作
成

し
、
今
年
度
は
、
ロ
月
1
日

(第
2
号
)
、
来

年
2
月
1
日
(
第
3
号
)
と
発
行
し
て
い
く
予

定
で
す
。

寧波中学校との交流。寧波中学校の生徒からは、日
本のアニメの主題歌の独唱、踊り、バイオリンの発表
があり、書では「群仙賀寿」と書いてくれました。

平
成
日
年
度
か
ら
の
完
全
学
校
週

5
日
制
実

施
に
向
け
て
、
文
部
省
で
は
、

子
ど
も
や
親
子

が
地
域
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
に

参
加
し
た
り
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
「
全
国

子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
「上

田
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
は
、
こ
の

0

フ
ラ
ン
の
一

環
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

き
た
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
機
会
に
関
す
る

情
報
を
幅
広
く
集
め
、
こ
の
情
報
紙
「
Y
A
っ

H
O
l
」
で
多
く
の
人
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

「
Y
A
っ
H
O
l
」
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
よ
り
企
画
・
編
集
さ
れ
、
創
刊
号

で
は
、
子
ど
も
に
関
係
し
た
施
設
を
マ
ッ
プ
で

ホームステイ先の寧波中学校の生徒たちの家族が出
迎えに来てくれました。意思疎通には、英語、漢字、
身振リ手振りて o 日本語の話せるかたが来てくれた家
庭もあリました。

紹
介
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
の
募
集
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

情
報
紙
は
、
市
内
各
公
民
館
、
図
書
館
、
上
回

創
造
館
、
児
童
館
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ

ン
タ
ー
等
に
置
い
た
り
、
小
中
学
校
や
保
育
園

等
に
も
配
付
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
子
ど
も
情
報
紙
「
Y
A
っ
H
O
|」
に
関
す

る
情
報
・
問
い
合
わ
せ

「Y
A
っ
H
O
l」
の
企
画
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
第
2
号
に
載
せ
る
ロ
月
と
1
月
の
情

報
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
上
田
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
企
画
運
営
委
員
会
」

〈
事
務
局
〉
上
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

固
⑧
5
1
0
3
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地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

回
同
凶
同
凶
同
問
問
同
国
問
問
問
問
幽

語警 ス
習 iポ

与道
し、 嘉雲
衰の}
す金

圃
空1l
裏書
や
嚢
援

上
田
市
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
及

び
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
の
た
め
、

市
内

6
公
民
館
ご
と
に
計
初
名
の
体

育
指
導
委
員
を
任
命
し
て
い
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
は
、
毎
月

1
固
定

例
会
を
聞
き
、
教
育
行
政

・
教
育
機

関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ

(
市
民
み
な

ス
ポ
ー
ツ
)
を

目
指
し
、
各
種
事
業
の
企
画
立
案
や

実
技
講
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
公
民
館
な
ど
で
普
及
を

進
め
て
き
た
「
ビ

l
チ
ボ

l
ル
」
や

「
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ

ン
グ
」
な
ど
が

盛
ん
に
な
り
、
各
種
大
会
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
関
奮

い
・零
す

談
を
一
翼
防
で

る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
日
月
に
体
験
講
習
会
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
体
育
課
(固
⑫

5
1
0

5
)ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公民館ごとの
体育指導委員名簿

氏 名

猪飼憲二
中 k田 陽子

池田良子

央 樋口盛光
松岡蘭子

山岸佑子
西 上野正=

清水敏郎

音R 後藤 キミ
小川清司

倉津常重
城 北沢明美

戸坂いつ子

南 中山久美子
小林幸徳

上 関 和弘

野 川上 JI慎子
東山保夫

力t 朝日奈勉
丘 中村佳代

大口義明
野中弘子
矢嶋邦子

田 長谷川礼子
横沢光俊

蛭田美智子
)11 戸島弘江

山崎雅喜
南波武男
間島博幸

体
育
指
導
委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
お
け
る
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
i
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ

と
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

各
地
区
の
体
育
指
導
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
体
育
指
導
委
員
は
、
自

分
の
車
内
分
野
の
ほ
か
に
も
各
種
ニ
ュ
ー

ス
ポ

i
ツ
な
ど
実
技
研
修
を
重
ね
る

な
ど
し
て
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
」
を
ご
存
じ

で
す
か

現
在
、

体
育
指
導
委
員
会

で
は

「
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
」
を
普
及
す

手ぬぐい体操の実技研修会

鼎シリーズNO.4

山
本
燕
・
生
涯
の
友

j
義
兄
・
北
原
白
秋
j
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前
回
に
触
れ
た
石
井
柏
亭
・

鶴
三

兄
弟
の
親
交
と
は
別
に
、
鼎
に
は
、

北
原
白
秋
と
の
義
理
の
兄
弟
関
係
が

あ
り
ま
す
。
白
秋
の
妹

・
い
ゑ
子
と

の
結
婚
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て

述

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
秋
は

「
か
ら
た
ち
の
花
」
な
ど

数
多
く
の
童
謡
を
生
み
出
し
た
詩
人

で
す
。
ま
た
鈴
木
三
重
吉
の
創
刊
し

た
児
童
文
学
雑
誌

「
赤
い
鳥
」

で
児

童
自
由
詩
の
大
切
さ
を
唱
え
た
人
物

で
も
あ
り
ま
す
。
鼎
が
白
秋
と
出
会

い
、

そ
し
て
親
交
を
深
め

た
の
は

「
。ハン

の
会
」
(
青
年
芸
術
家
グ
ル

l

「亘一
昼
」
(
木
口
木
版
)
日・

4
×
7
・
2
m

「
尋
常
茶
飯
録
」
(
ハ
ガ
キ
・
淡
彩
)

(五
)「
片
恋
」

プ
)
で
し
た
。
創
作
意
欲
と
感
性
に

あ
ふ
れ
た
若
い
詩
人
や
芸
術
家
が
集

い
、
隅
田
川
畔
の
西
洋
料
理
屋
で
共

に
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
芸
術
を

語
り
合
う
。
二
人
は
即
、
意
気
投
合

し
ま
す
。
当
時
、
新
進
気
鋭
の
詩
人

と
し
て
文
芸
界
か
ら
注
目
を
浴
び
て

い
た
白
秋
は
、
鼎
の
同
人
雑
誌
「
方

寸
」
に
原
稿
を
寄
せ
、
鼎
も
ま
た
白

秋
の
処
女
詩
集

「
邪
宗
門
」

(1
9

0
9
年
・

明
治
必
年
)

に
版
画
「
真

居
こ

を
寄
せ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

鼎
が

「上
田
朝
日
新
聞
」
に
連
載
し

じ
ん
じ
よ
う
さ
は
ん
ろ
く

た
葉
書
通
信

「
尋
常
茶
飯
録
」

(1

9
1
0
年
・

明
治
必
年
)

の
中
で
は

「
今
朝
、
詩
人
北
原
白
秋
君
か
ら
手

紙
が
来
た
、
其
手
紙
の
末
に
「
片
恋
」

と
い
ふ、

出
来
た
て
の
小
品
が
記
し

で
あ
っ
た
。
(
以
下
省
略
)」

と
あ
り
、

二
人
の
親
密
な
文
学
的
交
遊
の

一
端

が
う
か
が
え
ま
す
。

白
秋
は
、
鼎
の
実
家
・
大
屋
を
訪

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
信
州
が
と

て
も
気
に
入
り
、
そ
の
後
も
鼎
が
主

催
し
た
芸
術
教
育
夏
期
講
習
会
の
講

師
と
し
て
軽
井
沢
の
星
野
温
泉
を
訪

れ
、
こ
の
時
有
名
な

「
落
葉
松
」
の

詩
を
作
り
ま
す
。
二
人
の
交
際
は
、

血
縁
を
越
え
て
晩
年
ま
で
続
き
ま
す
。



最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た

市
内
小
学
校
で
運
動
会

-9月
定
例
会

9
月

9
日
術
開
催
し
た

9
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。審

議
事
項

9月は、運動会シーズン。市内小学校は、 9月18日、

19日の土曜、日曜日のいずれかに実施しました。

ここ川辺小学校では、子どもたちは赤・青・白に分

かれて、大玉おくり、綱引き、かけっこなどを競い合

いました。秋晴れの中、子どもたちの活躍を見ようと、

家族も大勢応援に来ていました。

情
報
公
開
制
度
等
に
つ
い
て

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護

に
つ
い
て
協
議
し
、
教
育
委
員
会

も
、
平
成
ロ
年

4
月

1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
上
田
市
情
報
公
開
条
例

及
び
上
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
趣
旨
に
そ
っ
て
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

『上田市誌』
編さんだより⑮

上田市の日照
一上回気象連絡所の

記録から一

市誌編さん室
(固③ 97 4 1 ) 

上
田
市
付
近
は
、
雨
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
照
に
つ
い
て
調
べ
て

み
ま
し
た
。
日
照
と
い
う
の
は
、
直

射
日
光
が
地
表
を
照
ら
し
た
時
間
の

長
さ
を
言
い
ま
す
。
下
の
表
は
上
田

気
象
連
絡
所
の
平
成

4
年

(
1
9
9

-1534.6 
• ~^ ̂  1698.8 

1749.8 

-1829.9 . 
2134.7 
(松本)

〉
2
)
か
ら
平
成

9
年

(
1
9
9
7
)

ま
で
の
日
照
時
間
を
、
月
別
に
表
し

そ
の
平
均
を
求
め
た
も
の
で
す
。
日

照
時
間
を
平
年
値
で
み
る
と
一
番
多

い
月
は

4
月
で
、

3
月
、
ロ
月
と
続

き
ま
す
。
少
な
い
の
は

6
月、

7
月、

9
月
の
順
で
す
。

平
年
値
と
最
近

6
年
間
の
平
均
と

を
比
べ
て
み
ま
す
と
、

2
月
と
叩
月

の
日
照
時
間
が
平
年
値
よ
り
大
幅
に

の
び
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

左
の
図
は
、
平
成

9
年

(
1
9

9
7
)
の
県
下
の
日
照
時
間
を
比

較
し
た
も
の
で
す
。
上
田
市
が
県

下
で

一
番
長
い
日
照
時
間
を
示
し

て
い
ま
す
。

日
本
で
一
番
目
照
時
間
が
長
い

山烈県

• • 1670.7 1895.8 

-2039.2 
-2侃0.4

-2142.5(飯田)

岐阜県

場
所
は
、
潮
岬
の
年
間

2
1
4
4
時

間
(
平
年
値
)
で
す
。
最
近
の
上
岡

市
の
日
照
時
間
は
、

2
0
0
0
時
間

を
越
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
い
か

に
長
い
日
照
時
間
で
あ
る
か
が
分
か

り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
な
ど
、
環
境
に
や
さ

し
い
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
考

え
る
最
適
の
場
所
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

[ 17] 

長野県の年間日照時間(平成 9年・ 1997)

上岡市の日照時間(上回気象連絡所)

I~ l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 5十

1992 180.5 197.8 153.9 205.6 127.6 110.1 12l.5 149.7 172.8 137.2 162.9 158.2 1877.8 

1993 141.4 179.3 199.2 193.8 167.2 102.5 72.4 109.1 74.7 185.6 159.9 171.3 1776.4 

1994 190.9 18l.0 205.7 206.9 169.5 106.5 154.6 229.0 136.2 153.8 186.5 161.9 2082.5 

1995 179.7 209.6 188.1 196.0 162.5 101.5 14l.5 228.7 153:0 185.8 210.1 200.3 2156.8 

1996 185.6 179.8 215.2 231.0 191.3 120.6 179.9 196.1 148.0 185.5 128.3 19l.2 2152.5 

1997 186.2 221.6 233.7 192.2 189.8 140.4 122.8 208.7 121.6 232.0 163.8 164.1 2176.9 

Z十 1，064.3 1，169.1 1，195.8 1，255.5 1，007.9 68l.6 792.7 1，12l.3 806.3 1，079.9 I，OIl.5 1，047.0 ~ 
6年利j 177.4 194.9 199.3 204.3 168.0 113.6 132.1 186.9 134.4 180.0 168.6 174.5 2034.0 

平年 172.5 171.5 191.0 203.1 169.8 117.4 128.9 179.0 129.7 160.2 163.5 182.8 1969.4 
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投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 

上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月 18日までに投かんしてくださ l'o

今月の投稿数
短歌・ 138首、俳句・ 127旬

川柳・ 100旬、計・ 365作品

宮
崎

盛
登
選

馬

場

町

武

井

宏

雄

心
病
む
人
ら
の
列
に
見
ゆ
る
笑
顔
今
日

は
つ
ら
な
り
買
物
に
ゆ
く

下

郷

土

原

宗

雄

墓
持
除
先
づ
回
向
し
て
鎌
持
て
ば
父
、
祖

の
姿
が
眼
の
前
に
顕
つ

別
所
温
泉
増
津
源
一

子
も
孫
も
休
み
の
然
、
り
早
々
と
帰
り
ゆ

き
一
人
送
り
火
を
焚
く

口門
門

手

塚

樋

口

も

と

子

夫
の
病
む
病
院
に
追
う
パ
ス
の
中
そ
の

ひ
と
と
き

い

一
時
が
わ
が
憩
い
な
り

中

野

竹

内

健

美

ア
カ
シ
ヤ
の
花
の
こ
ぼ
る
る
千
曲
川
メ

ダ
カ
す
く
い
し
娘
は
母
に
な
り
た
り

神

科

新

屋

古

川

隆

子

埠
の
声
う
ね
り
の
如
く
迫
り
来
て
山
路

は
深
く
み
堂
へ
つ
づ
く

下

紺

屋

町

羽

根

互

人
影
も
ま
ば
ら
と
な
り
し
夏
の
海
空
缶

一
つ
風
に
こ
ろ
が
る

小

牧

宮

島

正

鈴
虫
の
声
に
冴
え
ゆ
く
月
九
に
お
ご
そ

か
に
、
又
つ
速
さ
山
並

伊

勢

山

塚

原

康

子

赤
と
ん
ぼ
羽
を
休
め
る
比
蔵
尊
水
子
で

ゆ
き
し
吾
子
を
ま
も
り
居

行
-
・
上
田
市
(
一
T
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
1
什
|
叩
)

発
-
・
上
田
市
教
育
委
員
会
(
干
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
1
M
)

下

小

島

堀

内

け

い

子

日
照
り
続
き
久
、
万
ぶ
り
の
雨
の
音
ほ
こ

り
の
匂
い
に
心
潤
う

西

脇

田

中

豊

ふ
る
さ
と
を
水
源
と
す
る
川
し
た
し
我

が
往
む
街
の
北
を
流
る
る

八

木

沢

手

塚

て

い

何
故
に
決
あ
ふ
る
る
か
故
郷
遠
く
す
す

き
と
と
ん
ぼ
と
コ
ス
モ
ス
の
原

千

曲

町

宮

原

増

江

涼
風
に
さ
そ
わ
れ
歩
け
ば
家
々
の
小
さ

な
花
培
一
花
を
つ
づ
れ
る

緑

が

丘

津

林

清

司

こ
お
ろ
ぎ

涼
風
に
柊
埠
の
・
鳴
く
宵
の
口
夏
は
静
か

に
遠
ざ
か
り
ゆ
く

小

泉

間

島

百

江

大
き
石
積
み
重
ね
た
る
高
瀬
ダ
ム
青
黒

き
ま
で
水
の
澄
み
た
り

梅

が

丘

茅

野

英

一

ひ
そ

庭
す
み
に
、
密
か
に
咲
き
し
テ
ツ
ポ

l
ユ

リ
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